
きなんせん

2.0, 2.5, 3.0, 4.0, 5.0 n に調整する。(西沢毅)

きなんせん 紀南線 三重県尾鷲市と紀伊木本を結ぶ国鉄自

動車路線であ って， 所管する自動車営業所は三重県尾鷲市(尾

鷲) ， 同支所は三重県南牟婁郡木本l吋(木本)にある。
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l 区間およびキロ程

紀前本線尾鷲 ・ 紀伊木本 45km 

九鬼線岡崎野田 ・ 九鬼町 20 

九鬼l吋 . ;!L鬼 2 

上北山線紀伊小坂 ・ 上北山 53 

2 iH 1(i 

紀南本線尾鷲 ・ 紀伊小坂 I1゚  11 ・ 10 ・ 6 開業

上木本 ・ 紀伊木本 H百 15 ・ 8 ・ 8

紀伊小坂 ・ 上木本 I1゚  25 ・ 3 ・ 4

九鬼線岡崎野凶 . ;!L鬼 I1H 27 ・ 1 ・ 25

九鬼l町 ・ 7L鬼 I1゚  32 ・ 3 ・ 10

上北山総紀伊小坂 ・ 上北山 I1゚  27 ・ 9 ・ 1

3 営業範囲 旅客 ・ 手小荷物 ・ 貨物および聞休貸切，また

上北山線は貨物のみの取扱をしている。

4 使 命紀勢東線尾鷲と紀勢西線紀伊木本を結ぶ鉄道

代行総としての使命を有するほか，九鬼線をはじめ沿線の地方

産業文化の発展助長， 北山周辺の木材輸送をも使命としている。

5 特 長紀勢東線尾鷲を起点とし ， 熊野のけわしい山

岳を曲折の多い底路によって乗りこえて紀伊木本に達するこの

路線は， 途中海抜 808m の矢の川峠を頂点とし， その古íJl;去の急

坂と I凶路は逆転に特に注意を要する真正所である。この沿線から

の眺望は豪壮である。務点木本近辺は名勝 ・ 旧跡が多く，中で

も鬼ケ城は有名であり ， 石英粗商岩が海食をうけてでき上 った

波食洞窟の述統で，ことに千畳敷はその最大のもので天然記念

物に指定されている。

九鬼線の終点九鬼は，ぶり漁場として有名であり，付近一帯

の海岸は黒潮にかまれた断崖絶壁で， 方柱の奇岩， かめの甲状

に刻まれた千佐の巨岩，千差万別の豪壮な奇勝も珍らしく ， 沿

線の白浜海岸のながめは熊野灘の代表的景観である。(l1!i山消氏)

キハょんまん キ ノ、 40000 国鉄のガソリン動車の l 形式の名

称。この動車は小形に属するもので GMF 13 形 1001-Pガソリン

機関を装備し，貨車 1 両を牽号 I Cけんいん)して巡行できるよう

に計画されたものであったが逐次廃車となった。 2 両はillJJ力装

置を取りはずしてディーゼノレ動車用の付随車キハ 40800 形とし

て現存している(図 目 次ベ ー ジ)。一」内燃1IìIjl1I ， (l哲郎淳之助)

キハょんまんごせん キハ 45000 現在国鉄の基本形となっ

ている液圧式 2 剥lポギー 3 等ディーゼノレE効率の形式称号。昭和

28 年に製作されたもので機関は 160 I-P の国鉄基本のディ ーゼ

ノレ機関で液体変速践を経て一方の台車の 1 軌を駆動する。一端

に運転室他端に使所があり ， また前後部とも姿貫通形で， 10 両

程度まで述結し総括制御運転ができる。車体 ・ 台車は極力軽量

化した溶接情造で，客室車内設備もとくに近代的な設計が行わ

れている。この動車の外形および主主要諸元は図(次ベージ)のとお

りである。なおこの動車と動力伝達装世は全く同織で車体設備

のみを変更した動車にキハ 45500 ， キハ 46000，キロハ 47000 等

の数形式がある。--'>内燃動車。(婚野淳之助)

キハょんまんよんせん キハ 44000 国鉄の電気式 2 軸ポギ

- 3 等ディーゼノレ動車の形式称号。昭和 28 年に初めて製作さ

れた電気式動力伝達によるもので，信器開は 1501-P の国鉄基本形

ディーセツレ機関を用い， これに直結した主発電話器によって発電

した電力を後部台]1工にある主電動機に送り，惟進軌を経て 2 軌

を駆動している。常時 2 両編成を基本とし必要に応じて 6 両ま

で鳩結し ， 一筒所の巡転室で総括制御選Hほができる。外形およ

び主要務元は凶 (348 ベー ν) のとおりである。この動車と動力伝

達装置は全く問機で，車体構造のみ異な ったも のにキハ 44100

およびキハ 44200 の形式がある。ー」内燃動車。(諸国F淳之助)

きはらせん 木原線 房総東線大原駅から大多喜駅を経て小淡

鉄道株式会社上総中野駅に至る 26.9km の線。総武線に属し線

路等級は簡易線である。

大原から大多喜 ・ 上総中里子 ・ 上総亀山を経て木更津に至る鉄

道の一部として昭和 5 ・4 大原 ・ 大多喜聞が開通木原線と呼称。

つづいて建設は進められ， 昭和 12 ・ 2 上総中野駅まで開通した

ものである。線名は全i逝後の両織地木更津， 大原の l 字ずつを

とった。(森悌寿)

きはんせん 後帆船 俄関と帆をあわせ備えている比較的小型
の船で， 多く の場合発動後付帆船を指す。汽船と帆船の区別に

ついては，船舶法施行規貝1](明治 32 ・ 6 逓f言省令第 24 号)第 1 条

に L俄械力を以て巡航する装置を有する船舶は蒸気を用ゆると

否とに拘わらず之を汽船と看倣す。主として帆を以て巡航する

装置を有する船舶は機関を有するものと駿も帆船と看倣す7 と

規定し，一般船舶関係法規においで汽船といえば， 後闘のいか

んを問わず，その裟位によって折E止する船舶のすべてを含むの

である。また帆および後関を filliえる船舶は，帆のみで十分運航

し得るものは，これを帆船とし，純帆紛と区別するために犠関

付帆船， fílilljJ 機関十"j- IWì紛と称しているが，帆を単に俄l刻の補助

としてJ1l~、るものは汽船 とみなされる。

帆のみで十分巡航し得る帆装の程度いかんは技術上の問題で，

突際においては船舶の用途 ・ 船型等によって決定されるが， 上

記の韓基帆船は通常有lìlljl機関を有する帆紛とみなし帆船に編入さ

れる。しかし海上衝突予防法(昭和 28 ・ 8 法律第 151 号)におい

ては船舶法と巣なり ，機関を備えている場合でも，災際に俄闘

を用いないて'帆をもって運航しているときは帆船として， 海上

衝突予防法の適用を受けるのである。ー」汽船。(今留光図)

きぴせん 吉備線 山陽本線岡山駅から西方に延び吉備砕を経

て伯Viii線西総社駅に至る 20.4 km の線。山陽線に隠し線路等級

は丙線である。

l明治 37 ・ 11 岡山 と西総社を結ぶ鉄道として中国鉄道株式会社

が建設， I1H和 19'6 政府において貝収，吉日jj線と呼ぶ こ ととした。

(森悌潟)

きほんき ゅ う 基本給 雇用されている労働者の賃金は，お

おむね訴時皇内賃金と基準外賃金とに区別され，一般に基準内賃

金を基本給とい っている。国鉄でも俸給(ほうきゅう)または給

料， 扶養手当，勤務地手当を基本給といったときもあ ったが，
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